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1ま じ  め  に

私たちは遺伝に大、ヽに興味を持つていたことから、遺伝学の基礎ともぃ うべきシヨウシヨ

ウパエの研究を始めました。

また途中の段階です 力ヽ ク ラフRた 刊行す るにあたり、これまでの実際結果を ここに属3載

いた します。

ンヨウジヨウパェにつヒヽて

発生に要する時間

■化後の時frt3

0時 間

24時 間

401寺 問 (17日 )

i r θl寺‖村(4`日 )

200時 PE5(85日 )

(一 令幼虫 )

第一回脱皮 (二 令幼虫 )

第二回脱皮 (二今幼虫 )
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キイロシヨウジヨウパエβ〉ハf
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5実験 性 筋

①  2月
4日  三 島目立遺伝学研究 円iを見曳 Drosophi■ a. nel■ no8aster(キ イ

Elシヨウジ ヨワパエ )の 口Htants 14種 と野生型 (オ レゴンを )Drogophi■ a.

Vi rilis(ク "シ ヨウ ジヨウ″(工 )の 野生型 を入手 した,

2月 5日  占 化

2月 1る 日 羽 化  D m。 ■■Ⅲ6gaSterの OR(野 生型 )早 一 匹 。私たちの手 による

初の羽化なので感激 もひと じおてあつた,

↓

各種続 々と羽化

の  2月 ち口 餌 (ゴ ～ンス ターチ、寒文、 砂精、 水)を 作り、① て使用 した申末ェを移 し'ち

(大 手 した系茂を14つため )だ か、 幼 虫か右たず失敗 した。

原因 o本 ば電liうヨー/よ ターチを片!いたことぅ

oイ ース トの庄入を怠つた こと。

0 2月 11日  額 (生 イース ト、 寒ズ、Frl構、水 )を 作り(つて使用した報パエ (Dよ り移 し

たもの )を 移 した。
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2月 ' 3ロ  ムイヒ

2月 21日  夢 化

4 交 配勲験

2月 15日  毎 (水、寒天 秒格  ド ライイース ト、 ヨーンヾ―ル、プロピォン酔―防慶沖 )

を作り、Qで 羽化 したものを押に用いて交配させた。
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(fF差 )2
X2=Σ 三       (君 は同 じ項を加草する意味 )

理  論  債

含 i曇 を匡 告1舌 ! )よ 告3舶

強 吹 A " .共 け れらの値が購 味なことかわ

=Cの 実鞍て6に 〔十)と 〔yw〕 の形増イか現ゎれたの1ま賓叉か行なわれたことにrfる。

交叉が行なわれた場合、 下記の様な結果 とな り、♀ では 〔十〕と〔wり しか現われなぃ。

そこでびの形質につぃて交叉率を計算してみた。

ァ 十 y w 十 ■ + w

十 W

ｙ十一一輛
即一・ｗ

＝
一怖

十 w

+ w

7 + 7 W
芋

十 ■

輛芋

交叉した個体数
交叉率=

〔9〕〔yw〕〔十,〔w〕  「早〕tW,

個 体 絡 数

9

上の場合tま 一 一―  x 1 0 0‐ 0 0 1 6× 1 0 0 = 1 6 %
5 ` b

(ァ と■の遺伝子っ煙離は 15で あるのでこの1貞は謀つてぃな、ヽ)

これらtま私たちが行なつたものr)代表的なものだか、こlr7他に

3子か m x e″ 、  see″ ンコ.sn× F・bWXB な ども行なつた。

ここに記報できなぃのか残念である。

5最 後に                       ,

これから、 次のよ うな実験も行なぃたぃと思つてぃます。 (で きたら斯発 見も・・

60R× w(伴 昨批伝 )

。イース トの景にょる幼虫の成育41態

o温 政と成長との関係      |

0ク 0ン ヨウジヨゥパエの判峡染色体の観察           I

X100(%)

0そ の他 ctc

皆さんて!′ヽェ■ぃゃからすにつきあつてみて下さぃ。

一 「 3 _
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昆虫の分規     ャ 降館  素 木得一

( エ ン マ

昨年、 10月 28日 て、戦内高校は、創siる 0周 年を迎えました、

当日は、記念式典や人魚の像の除幕式 などが催 されましため`、私た

ち生物部でも、その記念 として、核内の樹木に名札をつけました。

名升|のりいたのほ、 クスメ■.ク ロマツ、 ツメイヨンノなど、 51

本てす。名オLlよ、縦 20 cm指 O cmの 板に足のつぃた もので、自

いペンキぬ りてす ,そ の一番上右よりに科名、その下に和名、次に

学名、そ して、お しまいに英名また,よ分布や特徴お幸いてあ ります。

このオいよ、す いどん前に伊藤先生ホ作 って下さったのですが、今に

な って、や っとてきJiりましたぅ せ っか くたてたものですか ら、

おお t にヽ利用 しま(夕ょう。大切 に扱い ましょう。

書いて

1が、ぁ

|かめた
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生 シ ヨウジイウパエ実験のその後

佐 野  加 代子

角 EB 久 美子

昨年からシヨウシヨウパェの実験を行な ィて争たか、第一考 に発表 した以外の実験 について

は、ショウショウメェには最 も悪い夏 とい う時期を進すにあたり、 こ こに失敗談を記さなけれ

|まな らない。

第一号に書 いたその後の実験v‐ついて、計出iれりにて きなか ったこと力1残念てある。

1)イ ース トのキiによる劫虫のFll育状態

これ については、特 に調査(ましたか った■ 20')オ 球 上して成長状伴の良否ホふることう“

わ か . た 。

2)温 r.Fた成長うP・F係

■敗談 とい うの,iこ″)問題て、シヨウジョウパェホ令+5穐えて しまったことで歩】る。 ツョ

ウブ"十 六ェのヶ千呑i tttと、 フ S℃ →`最流て、 26モ 51℃ ■‖'育 とすみ、

-1 0-



チさヤ=ことて、■「!もrci ― it‐ ‐||、庁,'lrtい ■/たヽいキて,、 イ 11クて!そ の

1上令tl早つこと|まできたうヽ十1二●

30℃ ″)末伴奇` 6時 ドil l■章 くェショうtラヨウパェはア輝そうでキ、ろ小、キムた■の,令 、 も

時間どころか年仰のこと てあったたい、 こ うとう浄えてしを々た_

しかし、このことは、実践的にンヨウジヨウパェの生存範囲を知るに至ったわけである。と

とい うわけて、京休みも終おりの 8月 50回 、私たちは再陵1三 島の遺伝学研究所を訪ね、

mH tt an+ sを いただいてきた。たが、以前のようなlar類が手に入らず、思 うような

実験もてきなかった。

3)ク ロシヨウジヨウタくェの般 色体の観察

観察方法

05齢 幼虫をえらび、リングルほの入った時計皿のなかて柄付針で体の前端と腹部をおさえ

前端を引っばると、月旨肪体ぶrl着した、一対の透明洒壌腺がでてくる。

RE防体をとりのそき、 1規 定の塩酸溶液中に50秒 以内おく,

②スライドグラスにカーミン液を満下し、その中的転腺を移す。

③5ヽ10分後、カパーグラスをかfせ、腰の強い針で強く押しつどし、余分なカー ンヾを

カメーグラスの上17 1つけなぃ ようにする。

④109倍 くらいの倍率の顕微鏡できよいに広ぶった像をさわ`す。

※本によれば、このようになっているが、私たちのtま一時的なものなのてく簡易的な方法で

行なった。

(ユ スリカ例唾腺観察の場合と同様 )

文化祭l‐おいては、第一号に記したような方法て発表し、クロシヨウシヨウ″(ェの健 腺

染色体と、nlu+an+sの 雌雄の頭徴窮観察を行なった。

しかし、残念なことに関心を持つ人は少なかったようてある。 (そんなに難しいうヽしら …?〉

私たちのシヨウシヨゥパェの実験はここまでで、その後は稜鐘 lt]構 ぐことになった.彼

女たちに、私たちのできなかった実験を成功させるよう期待 しています。

メダカとその休往変化に関する実験

佐  藤  た み 子

長 谷 川  和  子

13tipcs)tiメ '力 ||い】ヤ!て、大=く なって せ,苔if-4 crぃくら

工

メ ダ カ に

メ'■ ( rぅr、

つ 、ヽ て


